、ま 
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「ちがうよ。 おれに はふた つもい ぼが ある ぞ。 杉に や 

ひとつ もな しだ ご 

ま. 3 

そういって、 右手の 骨ば つた にぎりこぶし を 出して 

見せました。 見る と、 なるほど、 親指と 人 さし 指の さ 

かいのと ころに、 一 センチぐ らい はなれて、 小さい い 

ぼが ふたつ ありました。 

かつみ 

この 兄弟の 家へ、 町から、 いとこの 克 巳が 遊びに き 

たの は、 きょ 年の 夏休みの ことでした。 克巳 は、 松吉 

と 同い年の、 小学校 五 年生でした。 

克巳は 五 年生で も、 からだ は 小さく、 四 年生の 杉 作 

とならんでも、 まだ 五 センチぐ らい 低かった が、 こせ 



じゅうばこ 

いたんで いる ことに、 気がつきました。 見る と、 重箱 

が 右手に 持 たれて いるので した。 

ちょうど、 うまい ぐあいに、 一 メ —， ^ル ぐらいの 竹 

切れが、 道ば たに 落ちて いました。 ふたり は その 竹 を、 

ふろしき 

風呂敷の 結びめ の 下に 通して、 ふたりで さげて いくこ 

とに しました。 弟の 杉 作が 先にな り、 兄の 松吉が あと 

になり ました。 こうして ふたりで 持てば、 重箱 はた 

いそう 軽い のでした。 うまい ぐあいでした。 

ふた リは しばらく、 だまって いきました。 松 吉はぼ 

ん やりと、 考え はじめました —— 五十 銭 くれる と。 五 

十 銭 も くれる だろう か。 でもおば さん は、 きょ 年 も そ 



たましい 

な ふうに、 魂 をぬ かれた ように、 きょ ろんきょ ろん 

と あたり を 見て いたり、 荷馬車に ぶっかり そうにな つ 

て、 どなりつけられたり はしません。 ところが、 この 

きょ ろんきょ ろん がふたり とも やめられな いのでした- 

ふた リは、 こころの 中で は、 ひとつの 不安 を 感じて 

いました。 それ は、 町の 子どもに つかまって、 いじめ 

られ やしない か、 という ことでした。 だから、 ふたり 

はこ ころ を はりつめ、 びくびくし、 なるべく、 子ども 

の いないよ うなと ころ をえ らんで いきました。 

どうめい しょりん 

同盟 書林と いう、 大きい 本屋の 前 を 通りす ぎて、 す 

こしい つてから、 東へ はいるせ まい 路地な かに、 克巳 



あがりました。 それ を 見て、 ふたり はび つくりし まし 

た。 おじさんではなかった のです。 

それ はふたり の 村の、 かじ 屋の 三男の 小 平さん でし 

た。 小 平さん は、 その まえの 年の 春 ごろ、 学校 を 卒業 

しました。 そういえば いっか 小 平さん が 町の 床屋さん 

こぞ > つ 

へ、 小僧に いったと いう こと を、 聞いた ような 気 もし 

ま ^9 

ふたり は、 つくづくと 小 平さん の 顔と すがた を、 う 

ち ながめました。 

小 平さん はなん となく、 おとなく さくな りました。 

色が 白くな リ、 あごの あたりが こえて きたよう でした _ 



松吉は こわごわ、 りっぱな 腰かけに のりました。 ば 

かに 高い ところに、 のぼった ような 気がしました。 す 

ぐ 前の 大きい 鏡に、 あまりに はっきり、 じぶんの ひよ 

うたん 顔が うつりました ので、 はずかしくな りました _ 

小 平さん は、 まつ 白な 布で、 松吉の 首から 下 をつつ 

ん でしまい ました。 手 も 出ませんでした。 

小 平さん は、 どこかから バリカン をと り 出して きま 

した。 バリカン は、 家のと 同じ ものの ように 見え まし 

た。 バリカンが さわった とき、 松吉は 思わず 首 をす く 

めました。 この バリカン も、 かみつく かと 思った ので 
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